














連疾患の内訳は単純疱疹 38例、カポジ水痘様発疹症 11例、帯状疱疹 47例、水痘 10例であっ
た。
【方法】







別の感度は、それぞれHSV-1 89%、HSV-2 100%、VZV 94%であった。全てのLAMP法陽
性検体でReal-time PCRと同様のウイルスが同定され、また全てのLAMP法陰性検体にお
いてReal-time PCRも陰性であった。臨床診断別のLAMP法の感度は単純疱疹 96%、カポジ
























な有用性を実証した。LAMP法の感度がHSV-1 89%、HSV-2 100%、VZV 94%であり、単
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